眺めて ゐる だけで あり、 その 次から は、 警戒警報で 勢 

揃 ひ をし、 空襲警報に なると 各自 全 財産 を 背負って 

粛々 と 逃げ だす。 号令 を かけて 逃げ だすので ある。 寄 

宿舎 は ガラン ドウ だ。 

私ら のと ころ は 焼 野原の まんなかに 三十 軒 ほど 焼け 

残って ゐる。 これが どうして 焼け残つ たかと いふと、 

例の 七 八 名の 不良少年 組の 方が、 猛火の まんなかに 踏 

みと >ま つて 消して くれたの だ。 私ら のと ころが やら 

れた時 は 風の ない 日 だから、 命 を まとに 踏みと、 V まる 

者が あれば 消す ことができ たの だが、 前々 の 例で 死ぬ 

のが 怖し いから 消さずに 逃げて 綺麗に 一 望 千里の 焼 野 



になった ので、 私ら の 小 地区 だけ 不良少年 組が 救った 

ので ある。 

その後、 せっかく 焼け残った 私ら の 地区 は 再び 二 時 

間に わたる 焼夷弾 攻撃 をう けて、 私の 前後の 二 軒に 五 

十 キロ 焼夷弾、 その他 あっちで もこつ ちで も、 総計 二 

三百に あまる 大小 焼夷弾の 雨が ふった。 一 つ 消す、 又 

一 つ。 それ を 消す、 又、 落ちる、 二 時間 ブッ 通した の 

だ。 へト /\ に 疲れて、 私な ど 目が 廻り、 どうに とな 

れ、 もう 厭 だ、 と 動く 力 も なくなった ほど だ。 

私の 裏 隣 りに は 五 〇 キロ 直撃で、 いっぺんに 一 つの 

家が 火の 海に なった が、 これ を 消した の は 私の 家に 同 



居して ゐた タカシ 君と いふ 二十の 少年 ェで、 元来 は 左 

官職 だが、 江戸 ツ子の 職人 だから 徴用 されても 会社の 

規則に は 服し きれず 不平 満々、 工員と して は 大いに 不 

良の 方 だ。 ところが ィザ となると、 まったく たのもし 

いもので、 燃え あがる 猛火の まった、 V 中へ 飛び こんで 

行った。 私ら は 外から チヨ ボ /\ 水 を かける ぐら ゐの 

もの だが、 この 少年 は 無我夢中 ま つた y 中へ とびこん 

で 突く 蹴る 倒す 阿修羅の 如く 火勢の 中心 を ゆるめて く 

れ たので、 四 五 人で ともかく こ、 を 処理した。 それ か 

らのニ 時間、 前後左右 みんな この 少年の 捨身の 肉弾 突 

撃に よって 私の 家 は 再び 焼け残つ たので ある。 
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